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令 和 ３ 年 第 １ 回 小 城 市 議 会 臨 時 会 提 案 理 由  

（ 令 和 ３ 年 ５ 月 1 4 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。 本 日 こ こ に 、 令 和 ３ 年 第 １ 回

小 城 市 議 会 臨 時 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の 提 案 理 由 を 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、議 案 第 2 9 号  小 城 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 に つ き ま し て は 、 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る

法 律 が 公 布 さ れ た こ と に よ り 、 小 城 市 税 条 例 等 の 一 部

を 改 正 し た も の で 、 軽 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割 の 臨 時 的

軽 減 の 延 長 や 、 令 和 ３ 年 度 の 評 価 替 え に 伴 う 土 地 に 係

る 固 定 資 産 税 の 税 負 担 の 調 整 措 置 を 講 ず る こ と 、ま た 、

住 宅 借 入 金 等 特 別 税 額 控 除 の 特 例 の １ 年 間 延 長 な ど 、

所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 っ た も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 0 号  令 和 ２ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算（ 第 1 5 号 ）で ご ざ い ま す が 、歳 入 歳 出 予 算 の 総 額

に そ れ ぞ れ １ 万 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 を 歳 入 歳 出

そ れ ぞ れ 2 8 1 億 5 , 7 4 1 万 ７ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま

す 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、 地 方 交 付 税 、 地 方 譲 与 税 及 び 各
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種 交 付 金 等 の 額 の 確 定 に よ り 、 財 源 調 整 と し て 基 金 繰

入 金 を 減 額 し た も の で ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、議 案 第 3 1 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算 （ 第 ２ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算

に 、 そ れ ぞ れ 3 , 3 4 0 万 ３ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算

の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 0 8 億 3 , 2 0 0 万 ４ 千 円 と す

る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 児 童 扶 養 手 当 を 受 給 し

て い る ひ と り 親 世 帯 に 、 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 対 策 支 援 と

し て 、 支 給 の 対 象 と な る 児 童 一 人 当 た り 一 律 ５ 万 円 の

臨 時 特 別 給 付 金 を 計 上 す る も の で す 。  

 

以 上 の ３ 議 案 に つ き ま し て は 、 議 会 を 招 集 す る 時 間

的 余 裕 が な か っ た た め 、 や む を 得 ず 地 方 自 治 法 第 1 7 9

条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 議 案 第 2 9 号 と 議 案 第 3 0 号 は

３ 月 3 1 日 付 け 、 議 案 第 3 1 号 は ４ 月 ８ 日 付 け 、 で 専 決

処 分 を い た し ま し た の で 、 同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り こ

れ を 報 告 し 、 議 会 の 承 認 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 2 号  工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、 こ の 工 事 は 、 令 和 ３ 年 度  道 路 橋 り ょ

う 災 害 復 旧 事 業  小 城 岩 蔵 工 業 団 地 線 道 路 災 害 復 旧 工

事 で 、 地 方 自 治 法 第 9 6 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定 に よ り 、

議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  
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本 工 事 に つ き ま し て は 、 令 和 ２ 年 ７ 月 災 害 に お い て

市 道 小 城 岩 蔵 工 業 団 地 線 が 被 災 し た た め に 復 旧 を 行 う

も の で ご ざ い ま す 。  

今 回 提 案 し て お り ま す 工 事 は 、 道 路 施 設 の 原 形 復 旧

を 目 的 と し て 、市 道 区 間 8 0 . 0ｍ 、里 道 区 間 3 7 . 3ｍ 、総

延 長 1 1 7 . 3ｍ 区 間 の 工 事 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

契 約 の 方 法 は 、 事 後 審 査 型 条 件 付 き 一 般 競 争 入 札 に

よ る 契 約 で 、 契 約 の 金 額 は ２ 億 4 6 0 万 円 、 契 約 の 相 手

方 は 、 岡 本 建 設 株 式 会 社  代 表 取 締 役  岡 本
お か も と

 秀
ひ で

実
み

で

ご ざ い ま す 。  

工 期 は 、本 契 約 締 結 日 か ら 令 和 ５ 年 ３ 月 1 7 日 ま で を

予 定 し て お り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 3 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算 （ 第 ３ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に 、 そ れ ぞ れ

２ 億 5 , 3 9 7 万 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入

歳 出 そ れ ぞ れ 2 1 0 億 8 , 5 9 7 万 ４ 千 円 と す る も の で ご ざ

い ま す 。  

そ れ で は 、 補 正 の 主 な も の に つ い て 、 ま ず 歳 出 か ら

御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

第 ３ 号 補 正 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 地 方

創 生 臨 時 交 付 金 を 活 用 し た 令 和 ３ 年 度 の 事 業 の 追 加 と

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 接 種 事 業 の 事 業 費 の 追 加 、

そ れ と 低 所 得 の 子 育 て 世 帯 へ の 生 活 支 援 特 別 給 付 金 を

新 た に 計 上 す る も の で ご ざ い ま す 。  
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第 ２ 款  総 務 費 で ご ざ い ま す が 、 自 治 会 で 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 対 策 と し て 実 施 す る 物 品 の

購 入 や 公 民 館 等 の 軽 微 な 改 修 に 対 し 補 助 す る 「 自 治 会

活 動 支 援 事 業 」、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 長 期 化 に

伴 い 、 学 生 生 活 に 支 障 を き た し て い る 学 生 を 支 援 す る

「 小 城 ふ る さ と 元 気 便 事 業 」 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 ３ 款  民 生 費 で ご ざ い ま す が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 の 長 期 化 に 伴 い 、低 所 得 の 子 育 て 世 帯 に 対 し 、

そ の 実 情 を 踏 ま え た 生 活 を 支 援 す る た め 、「 子 育 て 世 帯

生 活 支 援 特 別 給 付 金 （ そ の 他 の 子 育 て 世 帯 分 ） 支 給 事

業 」 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 ４ 款  衛 生 費 で ご ざ い ま す が 、「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス ワ ク チ ン 接 種 事 業 」 に つ き ま し て 、 ワ ク チ ン 移 送 の

委 託 や 個 別 接 種 に 対 す る 体 制 確 保 な ど の 事 業 費 を 追 加

す る も の で す 。  

 

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 、 及 び 第 ７ 款  商 工 費 で ご ざ

い ま す が 、昨 年 1 2 月 ま で 実 施 を い た し ま し た「 農 林 水

産 業 継 続 応 援 給 付 金 事 業 」 と 「 事 業 継 続 応 援 給 付 金 事

業 」 に つ き ま し て 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 長 期

化 に 伴 い ま し て 、 そ れ ぞ れ 第 ２ 弾 の 給 付 金 を 計 上 す る

も の で す 。  
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第 ８ 款  土 木 費 で ご ざ い ま す が 、 ア フ タ ー コ ロ ナ の

対 策 と し て 、 管 内 図 を デ ジ タ ル 化 す る た め の 「 共 用 空

間 基 盤 地 図 整 備 事 業 」 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、 全 て 国 庫 補 助 金 を 計 上 す る も の

で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 4 号  小 城 市 副 市 長 の 選 任 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、 副 市 長 の 玉 島
た ま し ま

 広 司
ひ ろ し

氏 が 令 和 ３ 年 ６ 月

５ 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、 後 任 の 副 市 長

と し て 中 尾
な か お

 政
ま さ

幸
ゆ き

氏 を 選 任 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 5 号  小 城 市 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命 に

つ い て で ご ざ い ま す が 、 教 育 委 員 会 委 員 の 大 庭
お お ば

 敬 子
け い こ

氏 が 令 和 ３ 年 ５ 月 1 5 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の

で 、 後 任 の 教 育 委 員 会 委 員 と し て 永 野
な が の

 篤 子
あ つ こ

氏 を 任 命

す る た め 、 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律

第 ４ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 同 意 を 求 め る も の

で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 6 号  小 城 市 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命 に

つ い て で ご ざ い ま す が 、 教 育 委 員 会 委 員 の
い ま

村
む ら

 統
も と

嘉
よ し

氏 が 令 和 ３ 年 ５ 月 3 1 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の
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で 、 後 任 の 教 育 委 員 会 委 員 と し て 梶 原
か じ わ ら

 彰 夫
あ き お

氏 を 任 命

す る た め 、 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律

第 ４ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 同 意 を 求 め る も の

で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 7 号  小 城 市 固 定 資 産 評 価 員 の 選 任 に

つ い て で ご ざ い ま す が 、 ４ 月 の 人 事 異 動 に よ り 前 任 の

評 価 員 が 辞 職 し た た め 、 後 任 の 評 価 員 を 選 任 い た し た

く 、 地 方 税 法 第 4 0 4 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 同

意 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 報 告 第 １ 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ

い ま す が 、 令 和 ３ 年 ３ 月 ５ 日 、 市 が 所 有 す る 公 用 車 で

小 城 市 役 所 西 側 駐 車 場 内 を 後 進 中 、 後 方 に 駐 車 し て い

た 相 手 方 車 両 に 接 触 し 、 車 両 を 損 傷 さ せ た も の で 示 談

が 成 立 し 、 小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条

例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、 令 和 ３ 年 ４ 月 ７ 日 付 け

で 専 決 処 分 を し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 8 0 条 第 ２

項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、 今 臨 時 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 御

審 議 の 上 、 御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上

げ ま し て 、 提 案 理 由 の 御 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  


